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かつて暮らしや憩いの場、交通手段として活かされて

いた都市の水辺は、高度成長期にいったん姿を消し、

市民から遠く離れてしまいました。しかし今ふたたび、

水辺の復活・再生を目指す人々のネットワークやコミュ

ニティの活動が盛んになり、インフラも整備され、賑わ

いを取り戻そうとしています。魅力ある「水都」の再

生には、どのような取り組みが求められるのでしょうか。

そこで、ミツカン水の文化フォーラム2014では「水都

ルネッサンス――『これからの水都像とコミュニティデ

ザイン』を考える」と題して、建築史家の陣内秀信さ

ん、コミュニティデザイナーの山崎亮さん、地域政策研

究者の中庭光彦さんをお招きし、「水都」の再生に向

けての方策やヒントを探りました。

講演 1　陣内秀信さん

水辺を元気な都市空間に
――歴史、暮らし、文化、経済の視点から

講演 2　山崎亮さん

水辺のコミュニティデザイン

討論　陣内秀信さん×山崎亮さん（コーディネーター 中庭光彦さん）

これからつくるべき・残すべき
『水都』という仕組みとは

日時：2014年 11月 20日 (木）13：30～ 17：00
会場：ワテラスコモンホール（東京都千代田区）

来場者数：120人
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そ
の
後
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中
庭
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え
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「
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縁
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取
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ミツカン水の文化フォーラム2014を開催しました

水都ルネッサンス
「これからの水都像とコミュニティデザイン」を考える
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取
材
を
重
ね
る
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つ
れ
、
今
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高
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知
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こ
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。
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だ
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と
思
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漁
船
に
乗
り
込
み
養
殖
現
場
を
み
せ
て
頂
い
た
り
、
何
種
類
も
の
ブ

リ
を
食
べ
比
べ
た
り
、
釣
り
も
や
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は
今
回
も
新

鮮
な
取
材
ば
か
り
。
そ
の
中
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々
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養
殖
に
た
く
さ
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の
種
類
や
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な
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意
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介
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、
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天
然
と
養
殖
。
今
ま
で
は
相
反
す
る
言
葉
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
し

か
し
、
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号
を
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し
て
、
共
存
す
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こ
と
が
で
き
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も
の
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は
な

い
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思
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よ
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な
っ
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。
イ
メ
ー
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は
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が
、
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っ
て
、
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で
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に
取
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近
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か
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生
魚
が
苦
手
な
自
分
に
と
っ
て
、
食
べ
比
べ
体
験
は
少
し
大
変
な
思

い
を
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
試
食
し
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」
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い
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に
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驚
き
で
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。
魚
の
味
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す
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え
て
い
る
。

味
に
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る
生
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望
ば
か
り
高
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が
、
食
べ
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側
に
も

工
夫
が
必
要
な
の
だ
と
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力
）

今
号
か
ら
編
集
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
が
あ
り
根

強
い
フ
ァ
ン
も
多
い
『
水
の
文
化
』
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
、

か
な
り
悩
み
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
試
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錯
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す
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と
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ま
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。
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を
お
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く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
 すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用
ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。今後の企画についても、順次ホームペー
ジでご案内します。ご注目ください。
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※禁無断転載複写

日本人にとって水は身近な存在です。そして、日本のも

つ水の清冽なイメージや水道インフラは世界レベルで

優位性があるものだと日本人は思っているかもしれませ

ん。では、実際に海外の人々は日本の水文化をどのよう

に認識しているのでしょうか。滞日中の東アジア・東南

アジアからの留学生 200人に聞いてみました。詳細は

ホームページからご覧ください。

センター調査報告

日本の水文化調査報告（2014年度）

滞日アジア留学生がもつ
日本の水魅力イメージ




